
糞

1～5

6～11
12・13

14

魁

〉特集ほくほく線（シリーズNa1）

　　　〉第48回十日町雪まつり

　　　　　　＞財政事情の公表

懸賑

懸一

蹴

雛難欝

灘
鱒

黛

憲

懸
嚢窓．：麟懸

磁

無

齢．
灘

薬　簾
灘

繋

嚢
　

藝

毒

叢

歪
卜

謹

莚籔謙《儲縢《線

響灘蘂嚢覇垂1
　　簸蓬驚鈴　桑覆驚嚇葉濃　簿欝縄籔建鍛

　　　　　　摩臼鑓　・難鰻総聴鶴鐙鐙懸
貞

鱗

團
鍵
5

驚

羅
2覇

、

勤
鷺

嚢
彌
毒
竃

　
ま

灘
簸
線
榊

鑛
凝
欝
蒸

葭
辮

壌
　
攣

．
’
騨
灘

灘蒙雛凝繕嚢繕総

毒
，
　
　
．
甲

蹴鱗

難

鱗

灘
灘

鞍

錘麟

9し
o

2／25蛎舞．平成9年

　　　　　　　　0発行／十日町市役所
　　　　　　　　　　　　〒948新潟県十日町市千歳町3丁目3番地
　　　　　　　　　　　　TEL　O257－57－3111　FAX52－4635
　　　　　　　　■編集／企画人事課広報広聴係

鑑呂

難

　　嚢　購
嚇鱗i鰍

蕪隷灘灘
謙繍

萎

難

難甑灘　

灘
灘
鍵

、
　
w

　　　　　　　　嚢

　　　　　驚

　　　　矯　　謹
　　き

懸　灘膿灘慧藩

瀬

難

蝋
懲
難
．

騰
　
　
難

　
　
義懇

舞

、
難

態

寒

遡

醸

譲
、垂

雛麟

難

擁

機

“
翼

灘
轟

識

雛

z

｝｝ H鞘一



北陸・関西圏がぐ～んと近くなる日首都圏、

、

東
京
へ
は
、
1
時
間
5
2
分

　
　
　
　
金
沢
へ
は
、
ら
く
ら
く
日
帰
り

　
昭
和
6
年
の
上
越
線
開
通
に
魅
せ

ら
れ
た
東
頸
城
や
中
魚
沼
郡
の
住
民

が
、
昭
和
7
年
に
衆
議
院
や
貴
族
院

に
請
願
し
た
こ
と
が
建
設
運
動
の
始

ま
り
だ
と
い
わ
れ
る
「
北
越
北
線
」
。

そ
の
後
、
戦
争
の
激
化
や
北
線
・
南

線
の
対
立
な
ど
が
あ
っ
て
、
よ
う
や

く
予
定
線
に
編
入
さ
れ
た
の
が
37
年

の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
4
3
年
に

は
工
事
が
着
工
さ
れ
順
調
に
進
む
か

に
見
え
ま
し
た
が
、
55
年
の
国
鉄
経

営
再
建
促
進
特
別
措
置
法
の
公
布
に

よ
り
建
設
予
算
が
凍
結
。
57
年
に
は

工
事
が
全
面
的
に
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
地
域
住
民
の
北
越
北
線

に
寄
せ
る
期
待
は
大
き
く
、
5
9
年
に

沿
線
1
7
市
町
村
が
「
第
3
セ
ク
タ
ー

設
立
準
備
会
」
を
発
足
。
新
潟
県
や

経
済
団
体
も
参
加
し
て
、
北
越
急
行

㈱
が
設
立
さ
れ
、
6
0
年
に
工
事
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
平
成

元
年
に
電
化
・
高
規
格
化
が
決
定
さ

れ
る
な
ど
着
々
と
工
事
が
進
み
ま
し

た
。

　
地
域
の
悲
願
「
マ
イ
レ
ー
ル
ほ
く

ほ
く
線
」
の
開
業
日
は
3
月
2
2
日
出
。

市
報
で
は
、
今
回
を
含
め
3
回
シ
リ

ー
ズ
で
「
ほ
く
ほ
く
線
」
開
業
記
念

特
集
を
組
み
ま
す
。

コ

＝
．
　
一
　
　
●
　
　
　
劉
　
　
　
　
劉

〈
昭
和
37
年
〉

5
月
　
鉄
道
敷
設
法
（
大
正
1
1
年
法
律
第

　
　
　
3
7
号
）
に
よ
る
予
定
路
線
に
編
入

〈
昭
和
3
9
年
〉

6
月
　
工
事
線
に
決
定
さ
れ
る

〈
昭
和
4
3
年
〉

3
月
　
六
日
町
～
十
日
町
間
の
工
事
実
施

　
　
　
計
画
認
可

8
月
　
六
日
町
～
十
日
町
間
の
工
事
着
手

9
月
　
六
日
町
鉄
道
建
設
所
開
所

〈
昭
和
4
4
年
〉

9
月
　
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手

〈
昭
和
4
6
年
〉

6
月
　
十
日
町
鉄
道
建
設
所
開
所

〈
昭
和
4
7
年
〉

8
月
　
十
日
町
高
架
橋
工
事
着
手

10

月
　
十
日
町
～
犀
潟
間
の
工
事
実
施
設

　
　
　
計
認
可

〈
昭
和
4
8
年
〉

3
月
　
十
日
町
～
犀
潟
間
の
工
事
着
手

3
月
　
十
日
町
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手

η
月
　
松
代
鉄
道
建
設
所
開
所

〈
昭
和
4
9
年
〉

1
月
　
十
日
町
高
架
橋
完
成

〈
昭
和
50
年
〉

6
月
　
薬
師
峠
ト
ン
ネ
ル
・
鍋
立
山
ト
ン

　
　
　
ネ
ル
工
事
着
手

毘
月
　
十
日
町
ト
ン
ネ
ル
貫
通

〈
昭
和
引
年
〉

1
月
　
赤
倉
ト
ン
ネ
ル
貫
通

〈
昭
和
53
年
〉

6
月
　
薬
師
峠
ト
ン
ネ
ル
貫
通

〈
昭
和
55
年
〉

12

月
　
日
本
国
有
鉄
道
経
営
再
建
促
進
特

　
　
　
別
措
置
法
公
布
、
建
設
予
算
凍
結

〈
昭
和
5
7
年
〉

3
月
　
工
事
全
面
的
に
中
止

〈
昭
和
59
年
〉

3
月
　
沿
線
1
7
市
町
村
に
よ
る
北
越
北
線

　
　
　
第
3
セ
ク
タ
ー
設
立
準
備
会
発
足

5
月
　
新
潟
県
が
第
3
セ
ク
タ
ー
へ
の
参

　
　
　
加
を
決
定

8
月
　
北
越
急
行
㈱
設
立

11

月
　
国
鉄
再
建
法
第
1
4
条
に
墓
づ
く
地

　
　
　
方
交
通
線
指
定
告
示

〈
昭
和
60
年
〉

2
月
　
鉄
道
事
業
免
許

2



晋
通
電
車
は
ワ
ン
マ
ン
列
車

　
　
　
～
後
乗
り
、
前
降
り
で
す
～

◆
列
車
の
乗
り
降
り

　
乗
り
降
り
は
「
後
乗
り
、
前
降
り
」

で
す
。
乗
り
降
り
の
際
は
、
ド
ア
付

近
の
「
開
く
」
ボ
タ
ン
を
押
し
て
ド

ア
を
開
け
ま
す
。
2
両
編
成
の
列
車

は
、
終
点
の
駅
以
外
後
部
車
両
の
ド

ア
が
開
閉
し
ま
せ
ん
。
前
部
車
両
か

ら
乗
り
降
り
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
運
賃
の
支
払
い
方
法

①
乗
り
降
り
の
際
は
、
必
ず
乗
車
口

駅での乗り降りは撫のようになります。

　　　　進行方向

鍵

整理券箱　　　レ〆　　　　運賃表示器

運賃箱

④

②
」　　　　　　　　　　　　30

1
降車口

　　　　乗車口　　　　　　　　後乗り前降り
ドアボタン 　

の
整
理
券
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
有
人
駅
の
直
江
津
、
犀
潟
、
十
日

　
町
、
六
日
町
、
塩
沢
、
越
後
湯
沢

　
駅
で
は
整
理
券
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

②
運
賃
は
運
賃
表
で
確
認
し
、
つ
り

　
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
整
理
券
と
一
緒
に

　
料
金
を
料
金
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

　
い
。

③
定
期
券
は
、
は
っ
き
り
見
せ
ま
し

　
　
　
　
　
　
ょ
う
。

　
　
　
　

　
　
ん

　
　
　
　
　
④
有
人
駅
で
降
り
る
場

　
　
せ

　
　
　
　
　
　
合
は
、
改
札
口
の
係

　
　
ま

　
　
き

　
　
　
　
　
　
員
に
運
賃
と
整
理
券

　
　
開

　
　
　
　
　
　
を
一
緒
に
渡
し
て
く

　
　
は

　
　
ア

　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
。

　
　
ド

　
　
ヤ

　
　
　
　
　
⑤
直
江
津
、
犀
潟
、
六

　
　
力

　
　
し

　
　
　
　
　
　
日
町
、
越
後
湯
沢
駅

　
　
両

　
　
車

　
　
　
　
　
　
で
列
車
を
乗
り
換
え

　
　
の

　
　
　
　
　
　
る
場
合
は
、
整
理
券

　
　
前

　
　
よ

　
　
　
　
　
　
や
乗
車
証
明
書
を
持

　
　
ご

　
　
外

　
　
　
　
　
　
っ
た
ま
ま
乗
り
換
え
、

　
　
以

　
　
　
　
　
　
列
車
の
中
か
到
着
駅

　
　
駅

　
　
着

　
　
　
　
　
　
で
運
賃
を
支
払
っ
て

　
　
終

　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
　
発

　
　
始

　
　
　
　
　
◆
そ
の
他

　
　
よ

　
　
　
　
　
　
列
車
内
は
禁
煙
で

　
　
ご

　
　
時

　
　
の

　
　
　
　
　
　
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ

　
　
成

　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
せ
ん
。
各

　
　
編

　
　
両

　
　
　
　
　
　
駅
の
ト
イ
レ
を
ご
利

　
　
2

　
　
　
　
　
　
用
く
だ
さ
い
。

降車ロのボタンでドア

を開けます。

　ロ

1運賃は整理券または駅の

il乗車証明書と一緒に運賃

　箱へ入れてください。

艶

　一錦
i頴．．．撚

．
照

・
．
躍

鍵

車内の整理券発行機から

整理券をお取りください。

※駅の乗車証明書でも結構です。

蘇

乗車ロのボタンでドア

を開けます。

雛

i羅．

韓
．
凝

葵
．

2
月
　
北
越
北
線
工
事
施
行
認
可
、
特
別

　
　
　
設
計
許
可

3
月
　
日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
北
越
北
線

　
　
　
の
建
設
工
事
に
着
手
、
工
事
再
開

4
月
　
松
代
建
設
所
再
開

〈
昭
和
6
3
年
〉

7
月
　
大
潟
鉄
道
建
設
所
開
所

〈
平
成
元
年
〉

1
月
　
国
に
お
い
て
北
越
北
線
を
高
規
格

　
　
　
化
し
高
速
列
車
を
運
行
さ
せ
る
こ

　
　
　
と
が
決
定

3
月
　
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
お
よ
び
西
日

　
　
　
本
旅
客
鉄
道
㈱
と
列
車
の
直
通
運

　
　
　
転
に
関
す
る
覚
書
締
結

3
月
　
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
と
北
越
北
線

　
　
　
の
高
規
格
化
に
関
す
る
基
本
協
定

　
　
　
締
結

6
月
　
事
業
基
本
計
画
の
変
更
認
可
（
電

　
　
　
化
・
高
規
格
化
）

7
月
　
日
本
鉄
道
建
設
公
団
と
鉄
道
施
設

　
　
　
の
建
設
工
事
お
よ
び
譲
渡
に
関
す

　
　
　
る
基
本
協
定
（
変
更
）
締
結

11

月
　
信
濃
川
橋
り
ょ
う
連
結
式

〈
平
成
2
年
〉

1
月
　
信
濃
川
橋
り
ょ
う
竣
工

3
月
　
十
日
町
高
架
橋
高
規
格
化
工
事
着

　
　
　
手

5
月
　
松
代
鉄
道
建
設
所
十
日
町
出
張
所

　
　
　
開
所

〈
平
成
4
年
〉

10

月
　
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
先
進
導
坑
貫
通

〈
平
成
5
年
〉

稔
月
　
十
日
町
高
架
橋
竣
工

〈
平
成
7
年
〉

3
月
　
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
貫
通

〈
平
成
8
年
〉

2
月
　
H
K
㎜
型
普
通
電
車
発
表

3
月
　
北
越
急
行
㈱
本
社
が
六
日
町
に
決

　
　
定

4
月
　
レ
ー
ル
締
結
式

7
月
　
普
通
電
車
受
渡
・
入
線
式

9
月
　
試
験
走
行
開
始

旧
月
　
ス
ー
パ
ー
特
急
・
晋
通
電
車
一
般

　
　
公
開

桧
月
　
開
業
日
決
定
（
ダ
イ
ヤ
発
表
）

〈
平
成
9
年
〉

2
月
　
運
賃
・
料
金
認
可

3
月
2
2
日
　
待
望
の
開
業

3　　平成9年2月25日号



〉表明亥寺一線　　　　　　　　　〈ほくほく
◆越後湯沢・六日町万面O犀潟・直江津万面

蘇韓i番縁 ㎜ 謝 824輔 鰍 鰍 1002” 蹴 1004瓢 832酬 1006M ㎜ 1008麟 鰍 灘 84㎝ 101㎝ 842隔 1012M 8844M

越後潟涙溌 731 815 特 晒 904 特 晒 942 特 lO46 1137 特 1150 1333 特 1339 1438 特

塩　　　澱避 744 ↓ 急 朧 ↓ 急 ↓ ↓ 急 ↓ ↓ 急 ↓ ↓ 急 1350 ↓ 急

嚢　霞晦着 748 ↓ 837 918 942 ↓ 1102 ↓ 1205 ↓ 1354 ↓

蘇　趣　驚発 540 604 624 齪 750 ↓
は
く 蹴 919

は
＜ 943 ↓

は
＜ 1103 ↓・

は
く 1215 1228 1318 ↓

は
く 1356 ↓

は
＜

熱沼懸稜i継 543 鵬 628 657 754 ↓ た 842 ↓ た 947 ↓ た 1107 ↓ た 1219 1232 1322 ↓ た 1400 ↓ た

美薩鶴溜
鞍麟護淵

550
552

615
617

晒
6
3 7

704
706

803
805

↓
↓

か
2

848
851

↓
↓

か
4

953
956

↓
↓

か
6

1122
1124

↓
↓

か
8

1225
1228

1245
1247

1336
1339

↓
↓

か
1
0

1407
1409

↓
↓

か
1
2

慧 554 619 640 709 807 ↓ o
写 齪 蜘 口

『 958 ↓ o
写 1127 1200 o

写 1230 1250 1341 ↓ o
写 1412 1511 o

写 ◆

藩　騒晦 （
嚢 555 晒 働 710 812 ↓ G 晒 蜘 G 1005 ↓ G 1127 1200 G 1232 ◆ 1342 ↓ G 1433 1511 G 運

慧 脳 ㎝ 659 719 821 ↓ 座 905 ↓ 座 1014 ↓ 座 1136 ↓ 座 1242

一
1351 ↓ 座 1444 ↓ 座 転

議蓼遊儲 土　運 日

発 604 伽 720 824 ↓ 921 ↓ 1015 ↓ 113了 ↓ 1249 曜転 1352 ↓ 1454 ↓ 注

巌蟹嚢島　澱

　　薫
611

616
706
710

727
731

831

晒
↓
↓

晒
脳

↓
↓

1021

1026
↓
↓

1152
1156

↓
↓

1257
1302

・　日

休　注
日　意

1359
1404

↓
↓

1501

1505
↓
↓

音
9
群
■
休主謝1隣杉

溌 621 711 732 蹴 ↓ 941 ↓ 1031 ↓ 1157 ↓ 1307 運 1413 ↓ 1505 ↓ 日

騒難懸翰勝潔 624 714 734 騰 ↓ 943 ↓ 1033 ↓ 1159 ↓ 1310 転 1416 ↓ 1508 ↓ 運

i嚢灘罐顯i森〃 628 718 738 842 ↓ 947 ↓ 1037 ↓ 1203 ↓ 1314
一

1420 ↓ 1512 ↓ 転

護　醗き濯 631 720 741 845 ↓ 950 ↓ 1040 ↓ 1205 ↓ 1325 1426 ↓ 1514 ↓ ）

羅　　　灘薫 鰯 725 753 働 ↓ 954 ↓ 1050 ↓ 1210 ↓ 1339 1431 ↓ 1518 ↓ 1544

穫窪灘蓉 643 731 脚 鰯 902 1001 1006 1057 1029 1217 1229 1346 1438 1421 1540 1551

灘糞餐総 84㎝ 8032” 1014M 84㎝ 85㎝ 8852”

鰍 854納 85㎝ 101㎝ 101泓 85別 102㎝ 糊 862顛

越後灘擬溌 1546 特 1624 特 1728 特 1808 1830 特 1930 特　1941 2035 特 2041 快 2151

塩　　　飛4 ↓ 急 ↓ 急 ↓ 急 1819 ↓ 急 ↓ 急　1953 ↓ 急 ↓ 速 ↓

購　総磁蒼 ↓ ↓ ↓ 1824 ↓ ↓ 1958 ↓ 2055 2205

蒸　麗　聴鑓 1509 ↓
臨
時 ↓

は
＜ 1640 1730 ↓

臨
時
　 1了58 1853 ↓

は
く ↓

は
＜
　
2
0
0
8 ↓

は
＜ 2056 2210

熊沼癒穫　避 1513 ↓ は ↓ た 1644 1734 ↓ は　1802 1857 ↓ た ↓ た　2012 ↓ た ↓ 2213
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髪、

　　　纏　、…

北越急行㈱営業開発室長

山崎豊士さん

地域に役立つ
　　　鉄道に育てます

　地域の夢と期待を乗せてほく

ほく線が開通します。

　観光開発を通じて、地域に役

立つ鉄道に育てたいと決意を新

たにしています。

　東京や大阪で、ほくほく線を

経由する旅行商品や沿線の観光

地をめぐる商品が開業記念として売り出されます。

　豊かな自然、コシヒカリや地酒、歴史や温かな人情を

生かしてより多くのお客様にご利用いただくことが、沿

線を活性化します。

　スキー客やシルバーエイジを対象にした観光開発もこ

の沿線に与えられた課題と考え、長期的な展望に立って

取り組みたいと思います。地域の皆様のご支援を心から

お願いします。

麟

安全面・
サービス面の努力を

　ほくほく線は昭和43年に北越

北線として着工し、以来開業準

　　　　灘議1三舘藻撫灘

北越急行㈱十日町駅長
　　　　　　　　　　　特急「はくたか号」の運転に
大渕玉男さんより十日町駅から約1時問50分

で東京に行けるなど、ぐんと東京が近くなります。また

快速電車の運転、J　Rとの接続の充実により通勤通学の

範囲が大幅に広がります。さらに利用しやすく、お客様

に信頼されるほくほく線とするため社員8名は安全面に、

サービス面に努力します。

　皆様のご利用をお待ちしています。

沿線の皆様の
　　　　　　こ利用を

幽霞h献灘吉薯撫襲と
　北越急行㈱総務課
　　　　　　　　　　ます。
桑原芳弘さん　その後高校を卒業し、東京と

十日町を往復する度に不便さを痛感してきましたが、来

月の開業により東京まで2時間弱で行けるようになり大

変便利になります。また、富山・金沢方面へも気軽に旅

行することができます。

　ほくほく線は沿線市町村のための鉄道です。この度の

開業により、地域の発展に少しでも貢献できるよう努力

しますので、皆様もぜひご利用ください。

　私がほくほく線を知ったのは

中学生の時でした。開通すれば

便利になると期待していました

5　　平成9年2月25日号

①駅間旅客運賃表（平成9年3月22日～3月31日）

駅名 六闘

』
翻

★

魚沼丘陵 170
魚沼
丘陵

美佐島 250 190 美鶴

しんざ 250 220 150 鵬ざ

驚臼町 290 250 170 150 筆購

まつだい 510 450 290 250 250
まつ
だい

ほくほく
　犬　島 690 630 450 450 390 220

ほくほ《

叢島

虫糊羨杉 770 730 570 570 510 290 190
虫用
大杉

う励緬ら 810 770 630 570 570 290 190 150
うらが

わら

弐地
も畷騨の森 870 840 730 690 630 390 250 190 170

大海、こ

覧吻森

薫びき 870 840 730 730 690 450 250 190 190 150 くびき

羅　潟 930 900 810 810 770 570 330 250 250 190 170 犀潟

②駅間旅客運賃表（平成9年4月1日～）

駅名 蒲醗

、藍謡

蕪沼懸陵 170
蕪沼
懸陵

美盤島 250 190 美鶴

罷箋蓼
　　……

箋譲i

じ為ざ 250 220 150 鵬ざ
　　　藁…一
『殉

　　博へ

　　　　蔭議張臼購 290 250 170 150 翻町

諜つだ騨 520 460 290 250 250
まつ

だい

ぽ翻奮く
　戴　島 700 640 460 460 400 220

ほくほく

大島 黛建

難鍵藝．

鍵．議

蟻難隣杉 780 740 580 580 520 290 190
虫趨

i羨樹

鞭
ホックン

覆鋤顯鰯 820 780 640 580 580 290 190 150
うらが

おら

鍍灘
験羅験の森 890 860 740 700 640 400 250 190 170 描賎

㈱森

護猷謬 890 860 740 740 700 460 250 190 190 150 〈びき

羅　潟 950 920 820 820 780 580 340 250 250 190 170 爆潟

駅問運賃・料金の計算例（3月22日～3月31日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位＝円
①十日町→東京

普　通業
臼
購

※十日町→越後湯沢間の在来線特急料金（JR線区間）は、新幹線との乗り継ぎ割弓1で計算。

②十日町→金沢

十
臼
町

特急・指定席
　　　　　〔運賃〕〔特急料金〕
　　●ほくほく線内　　　770　　300

　　●J　R線内　3，1902，760

　　　　　　3，960＋3，060ニ7，020円



の

第48回十日町雪まつりが2月14日㈹～16日（日）の3日

間盛大に開催され、延べ31万8千人の人出でにぎわい

ました。まつりは14日㈹夜のオープニングフェスティ

バル（葛城ユキライブほか）で開幕、15日（土）には鈴木

蘭々、グッチ裕三を迎えてメインの雪上カーニバル（入

場者数延べ4万8千人、ピーク時3万人）が開催され

ました。また、コミュニティひろばをはじめ15のひろ

ばで楽しいイベントが行われました。天候にも恵まれ

た3日問の様子を6ぺ一ジにわたってお伝えします。

舞台制作を担当する
　　縁の下の力持ち
建設業協会十日町支部青年部会長

　　　生越徹さん・42歳
建設業協会青年部会長として

カーニバル舞台の制作に携わり、

3年目になりました。私たちは

縁の下の力持ち、自然がもたら．

す雪を相手に厳しい工程を組み、』

約2週間で舞台を完成させます。

先輩たちが引き継いできた伝統

を私たちが壊すわけにはいきま

せん。今回の舞台制作には10㌧

ダンプで2千台の雪を運搬・集

雪、制作に携わる作業員は延べ

1千人が動員されました。

舞台の引き渡しをして80％の

肩の荷がおり、ショーの最後の

花火が上がって大感激、まつり

終了後舞台の解体をしてやっと

私たちの任務が終わります。

多
数
の
市
民
が

　
　
　
　
舞
台
上
で
活
躍

　
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
、
た
く
さ

ん
の
市
民
が
登
場
し
ま
し
た
。
舞
台

初
登
場
と
な
っ
た
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
愛
i
n

9
下
条
と
ひ
の
ス
ノ
ー
マ
ン
に
よ
る

た
い
ま
つ

松
明
隊
、
そ
し
て
舞
台
狭
し
と
遊
び

回
っ
た
十
小
6
年
生
た
ち
。
着
物
シ

ョ
ー
で
は
プ
ロ
に
混
じ
り
「
雪
花
組
」

が
大
活
躍
。
ま
た
、
総
合
高
校
の
女

子
生
徒
が
今
年
も
十
日
町
小
唄
を
踊

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後

は
「
雪
組
」
1
2
0
人
に
よ
る
雪
メ

ド
レ
ー
。
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
を
作
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

蘇

鐸

雛

雛　
灘

鰹
雛
灘

嚢

繍

摩　、　　　喜

鱒薦醐．，　，，，，黙輯鯉懲騒，

羅灘繋　　　難　議

　　　　　　羅イト　　　　欝’
　　　　耀　、：＿　’

灘雛鱗撚

　　　　　　　　　
　　　　1萎
～　　．　　　　　　　　　　蝦罫

　　　　蕪lv

謙

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
羅
観
客
と

　
　
｝
体
に
な
つ
た
シ
濁
ー

　
今
團
の
総
合
演
畿
を
握
当
し
艶
菅

野
こ
う
め
恥
さ
ん
購
記
養
会
見
懸
話

し
瀧
と
お
η
、
ス
ぱ
ー
努
饗
ー
類
進

行
で
舞
台
と
観
客
が
一
体
に
嶽
っ
艶

寒
さ
を
忘
れ
さ
懸
る
シ
灘
1
癒
し
だ
。

セ
秘
モ
ニ
著
と
フ
羅
ナ
ー
穆
騰
は
翼

会
を
置
碕
た
も
の
の
そ
蕊
以
外
は
翻

会
を
置
が
ず
、
間
を
も
旋
懸
懸
鱒
出

演
者
の
出
入
り
は
観
客
を
あ
き
さ
懸

ず
、
ほ
と
ん
ど
の
観
客
溺
最
後
ま
で

シ
灘
1
を
見
物
し
て
樋
ま
し
薙
。
ま

た
、
観
客
と
舞
台
を
一
体
化
す
る
た

め
に
会
場
に
投
げ
ら
れ
た
バ
ル
ー
ン

の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
見
事
で
し
た
。

灘嚢
　　難灘・

　　　灘
漉窪， 撚

　難
灘灘鞍

終了後の握手攻めに
　　感きわまって涙
織物組合青年部会長

　　　阿部勝実さん・38歳
今回はプロの演出家「菅野こ

うめいさん」に演出を依頼し、

今までにないショーを目指しま

した。オープニングと同時に皆

と苦労しながらやってきたこと

や、地元出演者の練習の様子が

目に浮かび胸が熱くなりました。

ショーは、全体的にテンポが良

く上々の出来だったと思います。

フィナーレの花火は毎年のこと

ながら満足感でいっぱい。今年

は特に感動しました。

　ショーの終了後、部会員皆が

「会長おめでとう。ご苦労様」

と握手を求めます。握手を続け

るうちに我慢していた涙が滝の

ようにこぽれ落ちました。
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第48回十旧町雪まつり
“

－
』

‘

齢
ー
謀
里
ン
グ

　
翼
匹
乗
テ
ィ
バ
ル
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
身

　
聖
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輝
燕
灯
さ
れ
、
本
田
市
長
の

開
会
豊
欝
で
始
蓑
蓼
た
オ
可
プ
藻
ン

鍵
灘
繊
搬
蒙
灘
バ
羅
柳
。
第
1
部
は

顯
臓
讃
謬
保
灘
園
園
艶
』
と
「
下
条
小

箆
堂
墜
騰
よ
る
歌
葱
踊
癬
の
発
表
が
、

叢
麗
第
露
部
癒
豫
調
雪
花
組
戦
の
華

麗
類
踊
爆
薮
、
が
影
鱒
鱒
『
雷
ん
子
」

騰
漢
巻
ヌ
獲
灘
ダ
騨
ッ
ク
な
き
も
の

灘
灘
藩
溺
行
弱
舞
蒙
し
た
。
そ
し
て

灘
雛
灘
の
第
慧
部
で
は
、
鶏
選
ヘ
ミ
ア

潔
隆
懸
喬
名
類
葛
城
訟
キ
さ
ん
が
登

揚
懸
鷺
の
灘
隷
ブ
。
体
を
切
り
裂
裟

議
・
黎
鞍
覆
繊
タ
の
メ
ロ
デ
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ー
鑓
寒

慈
懇
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懸
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蓑
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。

o
，
』
’
○

・
　
糖
、

、
轟
．
駕

灘

蝋

壽
講

来訪者健翫田購の　駆
　　雪業粥瑳伝葉捲糠饗

暴難灘滋灘綴塗癒ぼ実讐委員長

　　　　宮沢秀稀惑駕・鍵歳　灘1

羅欝器馨霧霧欝難1

講誌灘隠灘鞭…1
雪季市、ス鍵一灘譲ヂ羅ンダな

ど。頚¢鍵讐灘遡姥参加嚢る

のぽ．来訪灘がら輩ぼ蟻懇副雪

文化を蒐羅描蝋淡繍繊纈逡
蓮選嚇雲獲埋趨蹴羅鋤端蕎蓬i趨

鞍縫元気獺蓬蕊蓬感礁蓬癒藪縢

蒙識輔縮嶽海で瀦．

　蓬の事業麹灘¢の隼獲最初の

事業、茎葬に薦戴嚢懇付鞍蕎事

業響懇お壌諜塗。隼闘罎逡漏時，難

に講来の佳事蓬で懸嶽甦状態獲鶴萎

欝灘籔灘充築感巻味わ難蒙蕨。　鑛

撃
距
縷

　　　　　　難　　　　　難
難織、　灘灘

十
田
町
葱
じ
藏
昧
わ
錠
癒
嚇

　
　
　
　
雪
韮
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の
癒
流

　
馨
鷺
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瀦
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襟
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懸
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類
欝
行
わ
灘
瀧
抹
茶
の
無
料

サ
灌
逡
議
驚
ぽ
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。
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．
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の
良
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が
灘
潔
諦
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灘
灘
繋

勤
マ
ン
数
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．
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狭
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と
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繋

繋
タ
覆
藷
灘
繋
漁
懸
ね
鑛
饗
懇
輪
諜

し
誕
。
毎
葎
逡
の
讐
藍
茶
席
、
辮
懸
き

る
の
も
．
市
内
3
祉
璽
の
方
々
獲
謙

・
る
溝
灘
潔
灘
隷
灘
の
お
潮
醗
饗
ず
。

魏
扇
夜
磁
行
わ
燕
羅
ス
雛
ー
療
義
羅

羅
灘
ダ
驚
は
．
盤
藤
恵
介
慧
ん
撫
北

原
）
と
大
海
敦
辮
藻
ん
騰
田
顯
町
諺
耀

燃
め
癒
瀧
叢
謹
ー
ル
繍
潔
磁
諜
迄
羅
。
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鍮

3
日
間
の
ア
ル
バ
登

懸
㎜

◆
ツ
マ
リ
ア
ン
ボ
ー
ル
世
界

選
手
権
大
会

快

汗

　十日町雪まつりを見て、「まるでイ

ベントの博覧会」と言った人がいま

した。3日間に行われたイベントの

数は各ひろば内のイベントも入れる

と数えきれません。まさに市民総参

加のまつり、イベントの博覧会とい

われるゆえんです。

　　繋

職

串蘇’熱・置

瓢
“
潤

萎

鄭

　灘讐

㎜∞　
毒

　
　
襲
、

轟
薯

　
　
護
　
　
．

撒
．

　
　
翻

総
・

蝋
　
…

醗鍵灘犬豊Z王i窒、＋目曝．り．携．、璽．璽．一職

　
　
灘
罐

　
　
養
羅
．
．

叢
懸

ボランティアガイド大活躍

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

　
第
1
6
代
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
に

選
ば
れ
た
3
人
。
来
年
の
雪
ま
つ
り

ま
で
1
年
間
、
十
日
町
市
の
親
善
大

使
と
し
て
市
の
P
R
に
あ
た
り
ま
す
。

◆
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

　
　
　
山
川
美
香
さ
ん

　
　
　
（
市
内
本
町
7
－
2
・
2
0
歳
）

◆
準
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

　
　
　
大
橋
清
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
・
円
歳
）

◆
準
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り

　
　
　
西
澤
貴
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
越
路
町
・
a
歳
）
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イベントに華を添えてくれた
　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　各都市ミスの皆さん

　十日町雪まつりを訪れて一番感動

したのは、カーニバル会場で行われ

たショーでした。すばらしい演出で、

札幌では味わうことのできない楽し

さを得ることができました。また、

市民の皆様全員が参加され雪まつり

を盛り上げていく団結力、心の温か

さに触れることができ大変うれしく

思っています。私にとって十日町市ミスさっぽろ

は、忘れられない町になりました。内山知子さん

　、、

　第48回十日町雪まつりが大成功の

うちに終えられたことを心からお慶

び申し上げます。市民の皆様方によ

って造り上げられたすばらしい雪像

の数々や、カーニバルなど、札幌と

は一味も二味も違った雪まつりを楽

しませていただき、私の心にはたく

さんの思い出ができました。機会が

あれば、またぜひ十日町市を訪れてミスさっぽろ

みたいと思っています。　　　　　後藤麻衣子さん

　3日間の滞在で一番印象に残って

いるのは、オープンカーでのパレー

ドです。市民の皆様ととても身近に

接することができました。そしても

う一つは雪上カーニバルです。ご配

慮をいただき一番前の席で見ること

ができました。一緒になって盛り上

がり寒さなんてどこかにいってしま

いました。こんなすばらしい十日町ミス横浜
市をぜひまた訪れたいと思いました。小澤美穂子さん

　私にとっては初めての雪国のおま

つりでした。町内ごとに雪像を造る

など、市民全員が参加して雪まつり

を盛り上げているんですね。そして、

町全体から伝わってくる人々の温か

さを感じました。また、いつか必ず

冬の十日町を訪ね、つむぎの着物を

選んだり、名物の「おそば」を食べ

たりしながら、雪道を歩いてみたいミス横浜

などと考えています。　　　　井出希世さん

　この度は十日町雪まつりにお招き

いただき、誠にありがとうございま

した。十日町市を訪れ、生まれて初

めて見る銀世界に大変感激しました。

雪まつりでは、市民の皆様が一丸と

なって造られた雪像の数々を見るこ

とができ、大変思い出深いものにな

りました。この次はぜひプライベー

トで訪れて、十日町市の魅力をもっミス指宿
と発見したいと思います。　　　　中村麻理絵さん
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◆
ほ
く
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く
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光
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．
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◆ミス指宿から菜の花
　プレゼント

灘灘
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灘
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◆
第
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雪
彫
シ
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ウ
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今
回
は
東
京
芸
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学
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年
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加
。
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と
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違
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た
雪
彫

　
に
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戦
し
ま
し
た
。
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〕
㌧云
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　雪まつりの原点ともいえる「雪の芸術作品」。今回の出灘螺購灘

品数は芸術作品部門42点、特別部門5点、学童部門32点’一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘i灘灘灘
の合計79点にのぽりました。14日㈹夜に行われた審査会、・

結果が出たのは午前0時近くになりました。また、藤巻

審査委員長は「雪がきれいで、大作が多かった。年々レ

ベルが上がっているが、作品にもう少し創作の部分を取

り入れるともっと良くなる。また、ひのスノーマンがベ

スト3に入つたことは特筆に値する・さらに入選となつ　　十日町市長賞

たが、雪ごったくをしよう会（水口）では地域ぐるみ（2

歳～82歳までの幅広い年齢層）で取り組んだとのこと。

まさに雪まつりの原点を見た気がした」と講評しました。

このページでは、市長賞を頂点に入賞した20点の作品す

べてをご紹介します。

麟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おと
平成うらしまたろう　一十日町の新しい響一
　　　　　　　　　　　　（本町7丁目町内会）

轟講

十目町市議会議長賞　　　　些，、、、より

　あてま物語（のぞみの郷新墾会）

十日町ロータリークラブ賞
　1時間52分夢先案内線（十日町市職員互助会）

十日町織物工業協同組合理事長賞
ファンタジーワールド～夢みる人々～（十日町青年学級）

　十日町ライオンズクラブ賞
　　　　新宮の守護天使（新宮新和会）

蝋彗、

十日町森林組合長賞
　　お馬のけいこ（青少年ホーム）

三国コカ・コーラボトリング賞
みんな2おいでよ（学校町1丁目）

新潟県建設業協会十目町支部長賞
　　　　　　と　　き　　失われた時代（城之古青年会）

地元新聞社賞
　　　北斎の三十六景（馬場町内）

審査員賞
　　出番ですよ！（土市1区）
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鰹

灘襲　
難

鱒

蜥　癬

瀬

螺

撒

　轟騰螺鑛
鍵

難縣鑑

憩
繕
、驚

　　灘　　　灘

鞭垂．・

馨

難，．

職

韓　　　譲

十日町市長賞

白龍～あなたの夢を叶えます～
　　　　　　　　　　（本町1丁目4区合同）

十日町市観光協会長賞　「太平記」より、福山合戦

“大井田氏経奮戦之図”（本町6丁目3振興会有志）

十日町市商店街振興組合連合会長賞

　　　ポロンナールワ（協和建設㈱）

キリンビール賞

　大仏様と十二支（下条商工青年部会）

まつゆの

〈特別表彰〉

▲
」▲　　一▲、

5年連続表彰団体

・いなかっぺ大将

・非核の会ピースメーカー

・高田町2丁目

10年連続表彰団体
・下条商工青年部会

・馬場町内

20年通算表彰団体 ・江道・猿倉

25年通算表彰団体
・青少年ホーム

・十日町市職員互助会

十日町商工会議所会頭賞

　君もとぽうよ（ひのスノーマン）

『
’
殿
　
　
　
　
・
宜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みひ　

十日町北ロータリークラブ賞

モォーゆるさん！（稲荷町1丁目有志）

ほくほく線賞

　　水辺の食卓（いなかっぺ大将）

十日町市農業協同組合長賞

　いっすんぽうし（下条本町青壮年会）

十目町青年会議所理事長賞

　　平成おくのほそ道（愛ing下条）

審査員賞　今年もガンバリます

ぶんぶくちゃがま（三好園職員互助会）
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　地方自治法第243条の3第

1項の規定に基づく「財政事

情の作成および公表に関する

条例」の定めるところにより、

十日町市および十日町地域広

域事務組合、十日町市川西町

衛生施設組合の平成8年12月

31日現在の財政事情をお知ら

せします。

12月末予算

繰入金4億0，321万円（2．0％）

、　・r一その他12億0，247万円（6．0％）

地方交付税　￥
52億9，768万円
＼　　　　（26．5％）

水産業費14億2，567万円（7．1％）嗜一般会計予算の内訳

一衛生費12億8，248万円（6．4％）　　　　　　　　　地方譲与税
　　　▼その他！2億・・587万円（6・・％）　　4億0・lll翻、

歳入
1市税46億1，843万円
（23．τ％）二議

　　　　一諸収入29億1，969万円（14．6％）

　　　市債22億3，677万円（11．2％）

一国庫支出金14億6，058万円（7。3％）

県支出金14億5，984万円（7．3％）

唖8年度一般会計予算の執行状況

200億0，567万円

収入率59．2％（一時借入金等除く）

118億4，669万円　　　　一瞳借入金等
　．一　　　　　　　　　　17億1228万円
執打率67．0％　　　　　　　　ノ・

林農

土木費　　、
47億8，277万円

　　　（23．9％）

出歳

億5，379万円（12．3％）　　　　1

　民生費30億7，924万円（15．4％）

万円（10．3％）

円（9．5％）

（9．1％）

総務費24

34

万
円

潟
7
7
万

　
　
　
　

億
亀
87

20

億
1
，

費
帽
臆

育
費
1

教
工
費

商
債

　
公

歳入・歳出200億0，567万円

嗜特別会計予算の執行状況（収納率88．9％）嗜市税の収入済額

税　　　目 税　　額 構成比 会　　討　　名 予　算　額 収入済額 支出済額

市　　民　　税 14億5，049万円 34．4％ 国民健康保険 25億1，470万円 16億4，000万円 14億9，763万円

固定資産税 23億8，285万円 56．4％ 簡　易　水　道 8億3，227万円 3億5，176万円 3億3，696万円

軽自動車税 6，977万円 1．7％ 下水道事業 23億7，268万円 16億8，684万円 16億4，622万円

市町村たばこ税 1億3，297万円 3．1％ 老　人　保　健 41億1，30i万円 27億0，772万円 27億0，442万円

特別土地保有税 3，415万円 0．8％ 農業集落排氷事業 2億7，230万円 1億7，619万円 2億7，465万円

都市計画税 1億5，317万円 3．6％ 駐　　車　　場 917万円 872万円 446万円

計 42億2，340万円 100．0％ 計 101億1，413万円 65億7，i23万円 64億6，434万円

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

嘗

　
長
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、

護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽
く
さ
れ
た

中
林
秀
一
郎
さ
ん
に
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
林
さ
ん
は
、
昭
和
4
6
年
か
ら
1
8
年
間
に

わ
た
り
民
生
委
員
、
4
7
年
か
ら
2
3
年
1
0
か
月

に
わ
た
り
保
護
司
、
5
6
年
か
ら
は
5
期
1
5
年

間
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
歴
任
。
一
貫

し
て
社
会
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き
、
熱
意
と

誠
意
を
も
っ
て
職
務
の
遂
行
に
あ
た
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
感
謝
状
贈
呈
は
、
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ん
さ
劇

郎
7
7

一
・

秀
町

林
仲

中人
権
の
擁

参
議
院
予
算
委
員
会
が

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
を
視
察

　
参
議
院
予
算
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
1
3
人
が

2
月
7
日
働
、
十
日
町
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
9
年
度
の
国
の
予
算
の
審
査

に
役
立
て
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

一
行
は
2
月
6
日
㈲
富
山
県
を
経
て
新
潟
入

り
、
三
条
市
、
長
岡
市
、
小
千
谷
市
を
視
察

し
、
十
日
町
市
に
入
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
、
市
役
所
で
本
田
市
長
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
、
降
雪
の
状
況
や
除
排
雪
の

状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
高
田
町
の
融
雪
歩
道
や
昭
和
町
の
流
雪

溝
を
見
学
し
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ド
ー
脇
の
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嗜歳出性質別分析表
　　　（総額200億0，567万円）

投資的

経費
建3．3％）

普通建設事業費
44億1，249万円（22．0％）

災害復旧事業費
2億5，421万円（1．3％）

消費的

経費
（46。3％）

人　　件　　費
33億1，252万円（16．6％）

補　助　費　等
18億8，264万円（9．4％）

物　　件　　費
20億2，765万円（10．1％）

扶　　助　　費
14億0，659万円（7．0％）

維持補修費
6億3，448万円（3．2％）

萎の他
（30，4％）

公　　債　　費
19億6，088万円（9．9％）

貸　　付　　金
26億5，702万円（13．3％）

繰　　出　　金
13億6，739万円（6．8％）

積立金、出資金、予備費

　　8，980万円（0．4％）

　
　
　

　
　
み

　
　
込

　
　
見

　
　
鵬

況
蛛

状
年

の
侶

債市嗜

一般会誹 151億2，854万円

簡易氷道
特別会計

23億8，496万円

下水道事業

特別会計
93億1，804万円

農業集落排水

事業特別会計 5億5，812万円

水道事業会欝 30億3，893万円

詳 304億2，859万円

◎会計別予算の執行状況

建　物 10，258．67m2 会　欝　名 蕃算環額 藤羨済額1鞭入率）支畿済額（執行率）

墓　金 453万円 一般会誹 15億3，178万円 9億0，041万円
　（58．8％）

9億2，420万円
　（60．3％）

墨　地 所在地市町
村より借地

総糞福祉慰シ
蕪麟懸別会欝

1，682万円
1，424万円

（84．7％）
1，246万円

（74．1％）

懸の弛 温泉利用権 灘畜場事業
蜷別会計

3，162万円
2，323万円

（73．5％）
1，842万円

（58．3％）

◎組合債の状況
家畜指導診
療辮特別会離 4，820万円

3，983万円
（82．6％）

3，550万円
（73。7％）

！
森
国
　
　
　
諦 16億2，842万円 9億7，771万円

　（60．0％）
9億9，058万円
　（60．8％）

購（事業鞠 登　額

溝防藩餐
建設馨業

1、468万円 ◎負担金の状況

溝防施設
整備馨業

9，648万円 叢麟捌 一搬i餐欝
総念福祉
簸》ター
犠鋼嚢講

老畜i場事業

韓鋼糞謙

家畜捲i導
診療漸
懸劉糞欝

合　　計
構成蛯

㈱
地戴総奮
整備事業

1億

6，785万円

繁醜叢 5億6，990万円 0円 6B万円 686万円 5億8，289万円 49．2％

郷西跡 臆9，384万円 0円 79万円 470万円 1億9，933万円 16．8％

臨　　時
財政特例

206万円
津衛町 2億5，899万円 1，100万円 219万円 588万円 2億7，806万円 23．5％

鼓共事業
臨時特例

252万円 囎塁材 臆2，243万円 0円 45万円 152万円 1億2，440万円 10．5％

1，818万円

松代驚 ll万円 0円 0円 0円 ll万円
一ど畜場

整備事業 松老鯛 10万円 0円 0円 0円 io万円
『

合　講
3億

0、177万円 糞一誹 1臆4，537万円 1，ioO万円 956万円 1，896万円 1臆8，489万円 100．0％

◎負担金の状況

◎組合予算の執行状況◎組合財産の状況

建　　　　物 5，493．82m2 藩　算額 7億9，451万円

墓金積立金 0円

収戴済額 4億6，671万円（収入率58．7％）
毒　　　地 所在市町より借地

◎組合債の状況 糞出済額 4億2，955万円（執行率54．1％）

3灘処理施設

整　備　債
27億2，053万円 ◎負担金の状況

し尿処理
施設整備債

2億3、254万円 十臼町布 5億4，H2万円（88．5％）

埋泣処発地
施設整備獲

327万円
州　西　町 7，036万円（H．5％）

詳 29億5，634万円 諦 6億1，148万円（100．0％）

◎組合債の状況

◎負担金の状況

財産の状況ム
ロ組◎

10，258．67m2建物

453万円墓金
所在地市町
村より借地墨地

温泉利用権懸の穂

◎組合債の状況

流
雪
溝
で
は
、
積
ま
れ
た
雪
を
委
員
が
直
接

流
雪
溝
に
流
し
て
み
る
な
ど
、
雪
国
の
生
活

の
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。鍵

雪国の大変さを直接体験

公
民
館
本
館
・
地
区
公
民
館
の

　
　
　
　
　
　
利
用
団
体
を
募
集

　
十
日
町
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
学
習
活

動
を
応
援
す
る
た
め
、
団
体
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
に
会
場
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
平

成
9
年
度
に
公
民
館
を
毎
月
1
回
以
上
定
期

的
に
利
用
し
て
、
学
習
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
社
会
教
育
活
動
を
行
い
た

い
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
利
用
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
3
月
1
7
日
㈲
ま
で
に
利
用
団

体
等
の
代
表
者
は
利
用
す
る
各
公
民
館
へ
。

　
▼
十
日
町
市
公
民
館
（
智
5
7
－
5
0
1
1
）

　
▼
中
条
地
区
公
民
館
（
摩
52
r
2
7
4
8
）

　
▼
川
治
地
区
公
民
館
（
盈
52

－
2
2
2
3
）

　
▼
吉
田
地
区
公
民
館
（
盈
52

－
2
8
7
4
）

　
▼
下
条
地
区
公
民
館
（
盈
5
5
－
2
0
0
4
）

　
▼
飛
渡
地
区
公
民
館
（
暦
5
9
i
2
0
3
2
）

　
▼
六
箇
地
区
公
民
館
（
費
52

－
5
4
3
4
）

　
▼
水
沢
地
区
公
民
館
（
盈
5
8
－
3
1
0
1
）
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ワ
ァ
ー
ッ
と
歓
声
、
そ
り
遊
び

・鰻

騨
顯

難麓

大
丈
夫・．甲臼

か　・・

な
￥　　

ノ錘

生

τ
多、

灘
1

磯講

、
織
、
繊

て
ち
ゃ
う
よ
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

　　　　岡幽緊幽鋲村《糟ま
　　　てそ勧）の幽霧轡学校の藩供た

　　ちが2周8臼㈹・9圏（鋤と中条地区を
　訪問じ、中条小学校の子供たちと楽じい友達

づくりをじまじた。この交流は幽手報の福山城

を中懸にしだ福山合戦（紹36年）羅、建利尊氏翻

と勇ましく戦った後醍醐天皇側の大井圏氏経（う

じつね）の出身地が同地区であり．また大井圏氏の

発祥地でもあることから始まった『全国大井田氏慧

ミッ閣がきっかけです。博物館榊クロス糧0を見学

後、中条小学校で交歓会、雪遊びを楽しみ、夜は児

童の家庭にそれぞれホームステイをしました。山手

村獄廻㎝も雪が積もったらまさ健豪雪、藩供たち

　　　　は存分に雪とたわ喬れて

　　　　　　　　　　　　　　　藝

学校や

雪国のことを
教えてください

風早由美さん
（訪問団副団長）

私たちは岡山県の山手小学校の6年

生46人です。昨日の夜9時ころに出発

して、寝台列車で長岡まで来ました。

そして午前中は博物館や、除雪のため

の施設を見学しました。雪国の生活を

本や写真を見て想像していましたが、

雪の多さにおどろいています。

短い時間なので、お互いにはずかし

がったりしないで、どんどん交流を深

め、新しくお友達になりたいと思いま

す。学校のことや雪国のことなど、ど

うかいろいろと教えてください。

　
山
手
村
は
岡
山
県
の
南
部
に
位

置
し
、
東
は
岡
山
市
、
南
は
倉
敷

市
、
西
は
清
音
村
、
北
は
総
社
市

に
接
し
て
い
ま
す
。
東
西
約
4
㎞
、

南
北
約
3
・
5
㎞
、
総
面
積
は
1
0
・

24

平
方
㎞
。
人
口
は
約
4
千
人
。

特
産
は
セ
ロ
リ
ー
と
桃
。
古
代
吉

備
文
化
の
史
跡
と
景
観
に
恵
ま
れ
、

村
域
の
半
分
が
県
立
自
然
公
園

「
吉
備
路
風
土
記
の
丘
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

新見1。C　　　　落合LC　　中国自動車道

　　騨・県齋

　　．．．蕪膿島
山陽自動車道　山手村綱山市

　　　倉敷市

瀬戸大橋

一生けん命に
雪遊びを

計画しました

水落修平くん
　（児童会長）

遷鞭鍛

山手小学校の皆さん、雪を見た感想

はどうですか。雪は大変なこともいっ

ぱいありますが、楽しいこともいっぱ

いあります。皆さんの思い出になるよ

うに、僕たちは一生けん命に雪遊びを

計画しました。大切にしてほしいお土

産も作りました。

また、今日のために皆さんの町や岡

山県のことをたくさん勉強しました。

雪の中で思いっきり、僕たちと遊んで

ください。そして、夜は楽しいホーム

ステイが待っています。
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臨時福祉特別給付金

　　が支給されます

十日町市社会福祉事務所
高齢福祉係奮57－3111内線135・136

問合先

　
今
年
4
月
か
ら
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
や
、
地
方
消
費
税
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
伴
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金

や
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
者
、
低
所
得
の
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
、

65

歳
以
上
の
低
所
得
の
人
に
対
し
て
、
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
支
給
対
象
者
、
支
給
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。
支
給

を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
人
は
、
3
月
2
5
日
㈹
ま
で
に
申
請
書
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
9
年
2
月
1
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
今
年
2
月
分
の
次
の
い

ず
れ
か
の
年
金
、
手
当
を
受
給
で
き

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福

　
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の
…
年
金

　
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
種
別
（
先
頭

　
2
桁
）
が
「
6
3
」
ま
た
は
「
2
6
」

　
に
該
当
す
る
も
の

③
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
母
子
・

　
準
母
子
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も

　
の
…
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
種

　
別
（
先
頭
2
桁
）
が
「
2
7
」
ま
た

　
は
「
2
8
」
に
該
当
す
る
も
の

④
児
童
扶
養
手
当

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当

⑥
特
別
障
害
者
手
当

⑦
障
害
児
福
祉
手
当

⑧
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

⑨
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
（
医
療
特
別

　
手
当
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理
手

　
当
、
保
健
手
当
）

　
注
1
　
該
当
す
る
場
合
で
も
、
基

準
日
に
お
い
て
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
、
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

か
ら
別
途
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
の
で
、
福
祉
給
付
金
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
基
準
日
に
お
い
て
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
平
成
8

年
度
分
の
市
民
税
所
得
割
が
課
さ
れ

な
か
っ
た
人
（
本
人
が
、
他
の
人
の

8
年
度
分
の
市
民
税
額
の
算
定
に
際

し
、
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
該

他
の
人
に
8
年
度
分
の
市
民
税
所
得

割
が
課
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り

ま
す
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
基
準
日
に
お
い
て
、
8
年
8
月
1

　
日
以
前
か
ら
寝
た
き
り
、
ま
た
は

　
痴
呆
等
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
常

　
時
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
6
5

　
歳
以
上
の
人
（
昭
和
7
年
2
月
1

　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

②
今
年
2
月
分
の
特
別
障
害
者
手

　
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
・
福
祉
手

　
当
（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
で
き

　
る
人

　
注
1
　
基
準
日
に
お
い
て
、
病
院
、

診
療
所
、
老
人
保
健
施
設
に
8
年
1
0

月
31
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

　
注
2
　
介
護
福
祉
金
は
、
福
祉
給

付
金
や
特
別
給
付
金
と
異
な
っ
て
、

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
に
対
す

る
在
宅
介
護
の
支
援
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
人

が
福
祉
給
付
金
や
特
別
給
付
金
の
支

給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
も
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
基
準
日
に
お
い
て
6
5
歳
以
上
の
人

で
、
8
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税
が

課
さ
れ
な
か
っ
た
人
（
本
人
が
、
他

の
人
の
8
年
度
分
の
市
民
税
額
の
算

定
に
際
し
、
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

当
該
他
の
人
に
8
年
度
分
の
市
民
税

が
課
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
ま

す
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
注
1
　
福
祉
給
付
金
と
同
様
に
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、
社
会

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
注
2
　
同
一
の
人
が
、
福
祉
給
付

金
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
特
別
給
付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
を

　
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
人
は
、
申
請

　
書
を
記
入
の
う
え
3
月
2
5
日
㈹
ま

　
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
市
で
は
対
象
見
込
者
に
対
し
て
、

　
3
月
中
旬
ま
で
に
民
生
委
員
を
通

　
じ
て
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
3

　
月
中
旬
に
な
っ
て
も
民
生
委
員
が

　
訪
問
し
な
い
人
で
、
受
給
で
き
る

　
と
思
わ
れ
る
場
合
は
問
い
合
わ
せ

　
て
く
だ
さ
い
。

②
こ
の
申
請
書
は
1
枚
で
「
福
祉
給

　
付
金
」
「
介
護
福
祉
金
」
「
特
別
給

　
付
金
」
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
場

　
合
で
も
、
申
請
書
は
1
枚
だ
け
提

　
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
円
滑
な
支
給
事
務
手
続
き
を
進
め

　
る
た
め
、
申
請
書
を
提
出
す
る
際

　
に
、
給
付
金
の
請
求
と
受
領
を
市

　
長
に
委
任
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
申
請
書
の
提
出
後
、
受
給
資
格

　
が
認
定
さ
れ
る
と
市
長
か
ら
直
接

　
支
給
（
口
座
振
込
）
さ
れ
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。

④
8
年
1
月
2
日
以
降
に
十
日
町
市

　
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
転
入
前
の

　
市
町
村
の
納
税
証
明
書
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
人
の

　
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ

　
の
人
の
納
税
証
明
書
が
必
要
と
な

　
り
ま
す
。
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TOKAMACHl
まちの声　みんなの声雪

国
人
の
パ
ワ
ー
に

　
　
　
　
　
感
動
し
ま
し
た堀越　　實さん

（茨城県稲敷郡美浦村）

雪
の
茶
室
に

　
　
　
　
も
う
び
っ
く
り宮田タ子さん

（大阪府河内長野市）

　　　　　　　●
　今月のテーマは、「十日町雪まつりの

印象」です。

　　「十日町を去り行く人へ一言」

　春は進学や就職といった人生の転機

でもあります。春から十日町を離れる

子供や友人へ、励ましやお礼の言葉を

送ってみませんか。市報でご紹介させ

ていただきます。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　3月10日樹までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

　
私
た
ち
は
「
陸
平
を
よ
い
し
ょ
す
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
一
行
で
す
。
今

回
縁
あ
っ
て
雪
ま
つ
り
を
訪
れ
、
ま
つ
り
を
通
し
て
雪
と
と
も
に
暮
ら
す

人
々
の
生
活
の
一
端
に
触
れ
、
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
活
力
に
感
動
し
、

住
民
が
地
域
を
つ
く
る
と
は
こ
ん
な
ん
だ
な
あ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
は
不
便
さ
を
強
い
る
雪
を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ニ
ー

ク
な
雪
像
や
縄
文
時
代
か
ら
つ
な
が
る
織
物
、
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
の
火
焔

土
器
、
自
然
の
恵
み
な
ど
、
そ
の
地
域
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
大
切
に

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
い
ろ
ん
な
地
区
で
、
い
ろ
ん
な
人
々
の
力
で
行
っ
て
い

る
こ
と
に
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
十
日
町
で
の
2
日
間
は
、

地
域
の
文
化
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
雪
ま
つ
り
を
見
ま
し
た
。
1
2
月
か
ら
、
か
ぐ
ら
み
つ
ま
た
ス
キ

ー
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。
雪
ま
つ
り
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、

会
社
の
人
に
連
れ
て
き
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
竹
林
に
囲
ま
れ
た
茶
室
の

池
や
橋
、
灯
籠
、
ま
る
で
京
都
に
あ
る
庭
園
み
た
い
で
す
ね
。
雪
が
こ
ん

な
形
に
な
る
な
ん
て
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
し
、
雪
の
茶
室
で
抹
茶
を

飲
め
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
も
う
少
し
早
く
来
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
も
見
る
こ
と

が
で
き
た
の
に
、
時
間
が
な
く
て
残
念
で
し
た
。
札
幌
の
雪
ま
つ
り
は
、

雑
誌
や
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
こ
ん
な
に
も
す
ば
ら
し
い
ん
で
す
か
ら
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
な
、
と
思
う
ん
で
す
。
お
し
い

で
す
よ
ね
。

⑪

．欝．層
　　嚇ちぱんいいて

神奈川県相模原市大野台2－23－11（川西町出身・55歳）

　　　よう　　じ

酒井洋次さん
（大好き十日町会会員）

　
「
国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国

で
あ
っ
た
」
と
書
き
出
さ
れ
る
川
端
康
成
の
名

作
「
雪
国
」
は
、
上
越
新
幹
線
の
時
代
に
変
わ

っ
て
も
古
く
て
新
し
い
表
現
に
思
え
ま
す
。
雪

の
辛
さ
恐
ろ
し
さ
に
負
け
て
逃
げ
出
し
て
し
ま

っ
た
「
た
つ
け
な
し
」
に
は
故
郷
を
語
る
資
格

な
ど
な
い
。
「
雪
は
天
か
ら
の
手
紙
」
と
言
っ
た

科
学
者
・
中
谷
宇
吉
郎
が
生
前
に
十
日
町
で
講

演
を
行
っ
た
際
、
「
雪
の
華
」
に
つ
い
て
熱
っ
ぽ

く
語
っ
た
光
景
を
今
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。
十
高
卒
業
以
来
3
5
年
が
経
と
う
と
し
て
い

る
我
が
出
稼
ぎ
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

雪
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
は
深
い
の
で
す
。

　
　
お
ら
が
裏
の
早
稲
田
の
稲
を

　
　
何
鳥
が
　
つ
っ
つ
い
た

　
　
す
ず
め
　
す
わ
鳥
　
た
ち
あ
が
れ

　
　
ま
ー
〉
　
　
ま
〉

　
　
ぴ
　
　
　
し
　
　
　
ク
し

　
小
正
月
の
鳥
追
い
唄
を
歌
い
な
が
ら
「
ほ
ん

や
ら
洞
」
に
集
ま
っ
て
す
す
っ
た
甘
酒
と
ロ
ー

ソ
ク
の
匂
い
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
水
神
様
を

祭
る
洞
の
中
は
、
子
供
な
が
ら
ど
こ
か
神
妙
な

も
の
を
感
じ
て
、
う
す
暗
い
灯
に
照
ら
し
出
さ

れ
る
表
情
は
緊
張
気
味
で
し
た
。

　
あ
の
こ
ろ
か
ら
「
し
ょ
お
し
が
り
屋
」
の
私

が
、
後
年
学
校
で
摂
．
鞭
を
と
る
と
は
思
い
も
よ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
4
年
の
社
会
科
の
教

科
書
（
教
育
出
版
）
に
は
、
5
ぺ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
十
日
町
市
の
冬
の
く
ら
し
が
取
り
扱
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
単
元
で
は
、
担
任
に
代
っ
て

授
業
を
受
け
持
ち
、
雪
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち

と
ス
リ
ル
に
満
ち
た
会
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。
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一
か
所
で
楽
し
め
る
雪
ま
つ
り

エマヌエル・トリニダッドさん

　　　（メキシコ）

す
ば
ら
し
い
花
火
に
感
激

シーラ・グレイさん（左から2人目）

　　（アメリカ合衆国）

　
メ
キ
シ
コ
大
使
館
の
外
交
員
で
す
。
国
際
大
学
で
勉
強
し
て
い
る
タ
イ

の
友
達
に
誘
わ
れ
て
来
ま
し
た
。
雪
の
像
は
す
ば
ら
し
い
で
す
。
柔
ら
か

い
雪
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
作
る
ん
で
す
か
。
雪
の
像
が
あ
っ
た
り
、
シ

ョ
ー
が
あ
っ
た
り
、
売
店
も
あ
っ
た
り
で
、
一
か
所
で
い
ろ
い
ろ
見
ら
れ

る
か
ら
い
い
で
す
ね
。
こ
う
し
た
楽
し
い
雰
囲
気
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

　
メ
キ
シ
コ
に
も
雪
が
降
る
山
が
あ
り
ま
す
。
ポ
ポ
カ
テ
ペ
ト
ル
、
イ
ク

ス
タ
ク
シ
ワ
ル
ト
と
い
う
5
千
麿
以
上
の
高
い
火
山
で
す
。
私
た
ち
の
よ

う
な
外
国
人
も
大
勢
見
に
来
る
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
外
国
語
の
表
記
も

あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
忙
し
い
の
で
日
帰
り
で
す
が
、
と
て
も
楽
し
め
る

雪
ま
つ
り
で
す
。

　
私
は
上
越
市
で
英
語
指
導
助
手
を
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
に
来
る
の

は
初
め
て
で
す
が
、
事
前
の
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
市
内
各
所
に
あ
る

案
内
所
の
お
か
げ
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
の
花
火
は
本

当
に
す
ば
ら
し
く
て
感
動
し
ま
し
た
。
今
回
は
後
ろ
で
見
て
い
た
の
で
、

き
も
の
の
柄
な
ど
が
見
え
に
く
か
っ
た
の
が
少
し
残
念
で
し
た
。
こ
の
次

は
も
う
少
し
前
で
見
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
市
内
の
雪
像
を
見
て
回
っ
て
気
付
い
た
の
で
す
が
、
ほ
く
ほ
く
線
を
題

材
に
し
た
も
の
が
多
い
で
す
ね
。
新
し
い
鉄
道
に
寄
せ
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
期
待
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
今
日
、
上
越
市
か
ら
来
る
の
は
か
な
り
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
今
度
は
ず
っ
と
便
利
に
な
る
そ
う
で
す
ね
。
ま

た
来
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

吉
脊
遊
グ
企
ヴ
ー
■
⑳

由春はがむしゃらに何も考えず、二つの事
目に向かっていけることだと思います．現

在そのものですね。若い人たちが楽しめる施

設が、もっとあったらいいと思います。

十難轟珊轟鍵灘鞠朧
戻ってきました。現在の仕事は自動販売機の

表示機（基盤）づくりです。一応ラインの責

任者をやっているんですよ。忙しい仕事なん

ですが、とってもやりがいがあります。

休黒禦駿勢鰹鷺震震謹禦査

砂浜でゴロゴロ寝ているのが好きなんですよ。

仲間とお酒を飲みに出ることも結構あります。

そんな時感じるんですが、市街地って早くか

ら暗くなるんですよね。性格ですか、短気で

すぐに泣きます。結構わがままなのかもしれ

ません。でも、ズルズル引きずらない方です

から、サッパリしを性格なんじゃないかな。

※どちらかというと男友達の方が多いという高橋さんの

紹介で、次回は上村大輔さんにバトンタッチ。

　　　〆　　　晒ザ　　　ジ　　
酬．ウ、

o　．鹸！‘～
ト　〆娩〆
＼証1噌

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

暦
0
3
、
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

雪
ま
つ
り
、

通
う
ほ
ど
に
昧
が
出
る

　
　
「
十
日
町
雪
ま
つ
り
は
、
通
う

ほ
ど
そ
の
す
ば
ら
し
さ
が
解
っ
て

き
ま
す
。
今
回
初
め
て
の
人
は
、

来
年
も
、
再
来
年
も
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
”
乾
杯
”
」

　
こ
の
温
か
い
ご
あ
い
さ
つ
は
、

大
好
き
十
日
町
会
の
雪
ま
つ
り
ツ

ア
ー
交
流
会
の
席
で
、
長
年
雪
ま

つ
り
に
お
い
で
に
な
っ
て
い
る
群

馬
県
の
S
さ
ん
の
お
話
で
す
。
S

さ
ん
は
、
十
日
町
と
は
特
別
な
関

わ
り
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

雪
ま
つ
り
の
大
フ
ァ
ン
を
自
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
ご
夫
婦
で
、

今
年
は
2
歳
半
の
お
孫
さ
ん
も
ご

一
緒
で
し
た
。
S
さ
ん
は
、
な
か

で
も
鉢
の
「
石
ぼ
と
け
ひ
ろ
ば
」

の
フ
ァ
ン
の
よ
う
で
す
。

　
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー
で
の
話
題
を

続
け
ま
す
が
、
事
務
所
と
仕
事
の

関
係
で
お
付
き
合
い
の
あ
る
人
が
、

10

人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
（
大
半
雪

の
降
ら
な
い
地
方
の
人
）
を
引
き

連
れ
て
、
1
4
日
か
ら
十
日
町
に
滞

在
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
大
変
好

評
だ
っ
た
と
の
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
の
ス
ノ
ー
チ

ュ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
は
、
だ
れ
で
も

楽
し
め
た
よ
う
で
す
し
、
そ
ば
や

郷
土
料
理
も
満
喫
し
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
や
は
り
鉢
の
石
ぼ
と
け

ひ
ろ
ば
に
行
っ
た
そ
う
で
、
そ
の

ハ
ー
ト
の
温
か
さ
は
、
特
に
印
象

に
残
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
い
よ
い
よ
、
ほ
く
ほ
く
線
の
開

業
も
目
前
で
す
。
駅
通
り
ご
出
身

の
落
語
家
、
桂
歌
助
さ
ん
か
ら
お

電
話
を
い
た
だ
い
た
中
で
、
北
陸

の
温
泉
郷
の
宣
伝
な
ど
に
ほ
く
ほ

く
線
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
歌
助
さ
ん
か
ら
も
、

例
の
チ
ャ
ー
ザ
ー
村
ご
出
身
の
こ

ん
平
師
匠
の
よ
う
に
と
い
う
と
失

礼
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
く
ほ

く
線
の
話
題
な
ど
も
ネ
タ
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
勝
手
に
考
え
て

い
ま
す
。
歌
助
さ
ん
も
、
も
う
す

ぐ
真
打
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

声
援
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
在
京
の
諸
団
体
の
人
々

と
「
ほ
く
ほ
く
線
に
乗
っ
て
十
日

町
へ
」
と
い
う
話
も
具
体
的
に
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
。
楽

し
い
話
は
忙
し
い
ほ
ど
楽
し
い
、

そ
ん
な
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
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相談コーナー

①交通事故相談　　　　3月10日（月）

②定例行政相談　　　　3月14日働

③巡回内職相談　　　　3月21日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

⑤法律相談

　3月13日㈱　高橋賢一弁護士

　3月27日㈲　　畑七起弁護士

　午後1時30分～4時

　会場：市役所市民相談室　、

　電話で市民課へ予約してください。

新
任
の
人
権
よ
う
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す

　
須
藤
久
子
さ
ん
（
中
条
島
）

秀
一
郎
さ
ん
の
後
任
と
し
て
人
権
よ
う
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
須
藤
さ
ん
は

教
員
の
経
験
が
長
く
、
家
庭
児
童
相
談
員
、

婦
人
会
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
方
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ん

さ
〕

　
　
　
　

子
島
6
9

　
　
　
　

久
条
卜

藤
中
価

須
〔

が
、
中
林

か
け
ま
せ
ん
か

懸お
も
ち
ゃ
図
書
館

子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
判
3
月
6
日
㈱
午
前
9
時
～
n
時

30
分
纏
場
所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
霧
問

合
せ
U
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係

小
林
雅
幸
君
と
語
る
会

霧
日
時
H
3
月
1
日
ω
午
後
5
時
～
纏
場

所
H
南
中
学
校
体
育
館
霧
入
場
料
H
無
料

霧
そ
の
他
H
写
真
等
の
規
制
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
サ
イ
ン
は
不
可
霧
問
合
せ
H
城
之

古
応
援
団
代
表
・
小
林
三
平
（
智
5
7
－
3

0
0
3
）

第
1
1
回
と
び
た
り

　
　
　
　
　
　
　
健
康
ま
つ
り

霧
日
時
H
3
月
2
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

2
時
30
分
纏
場
所
口
飛
渡
地
区
公
民
館
笏

内
容
U
す
こ
や
か
エ
コ
ー
体
操
（
関
口
陽

子
さ
ん
）
、
健
康
づ
く
り
講
談
「
農
は
国
の

基
な
り
」
（
宝
井
琴
梅
さ
ん
）
※
昼
食
用
の

お
に
ぎ
り
か
お
弁
当
を
持
参
の
こ
と
纏
参

加
費
H
無
料
笏
間
合
せ
ほ
飛
渡
地
区
公
民

館
（
姪
5
9
1
2
0
3
2
）

お
や
こ
劇
場
例
会
晦
1
9

霧
日
時
“
3
月
8
日
㈹
午
後
2
時
3
0
分
～

纏
場
所
H
総
合
体
育
館
霧
内
容
H
劇
団
た

ん
ぽ
ぽ
公
演
「
あ
や
う
し
ズ
ッ
コ
ケ
探
検

隊
」
霧
間
合
せ
H
池
田
美
紀
（
北
新
田
2

智
52
－
5
3
5
2
）

◆
心
の
健
康
相
談
　
笏
日
時
U
3
月
1
8
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日

町
保
健
所
笏
担
当
医
ロ
江
口
医
師
（
上
村

病
院
）
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
盈

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課
保

健
衛
生
係

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
”
3
月
1
4
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
ま
た

は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
ダ
ニ
検
査
に
よ
る
居
住
環
境
相
談

笏
日
時
H
3
月
4
日
㈹
・
2
5
日
㈹
午
前
9

時
～
n
時
笏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
そ

の
他
H
電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
勿
問

合
せ
H
十
日
町
保
健
所

羅灘麟

　　　　　　　　⑰　　　　　　撫　　　　　鐵　　　　糠　　　襲　　麟　簾麟

ー
コ
ー
コ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑲

い
ち
じ
く
の
お
菓
子

　
　
　
　
　
　
　
（
中
頸
城
郡
大
潟
町
）

　
今
回
は
大
潟
町
特
産
の
い
ち
じ
く
を
使
っ
た
お
菓
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
い
ち
じ
く
は
、
ザ
ク
ロ
や
ブ
ド
ウ
と
並
び
、
世
界
的
に
も
古
い
果
樹
の

一
つ
だ
そ
う
で
す
。
砂
地
で
よ
く
育
つ
こ
と
か
ら
、
当
地
域
の
家
の
庭
先

に
必
ず
ー
～
2
本
は
植
え
て
あ
り
、
果
実
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る
か
、
甘
露

煮
に
し
て
子
供
の
お
や
つ
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
い
ち
じ
く
に
目
を
付
け
た
の
が
町
内
の
お
菓
子
屋
さ
ん
で
す
。

　
家
庭
で
作
る
甘
露
煮
と
は
別
に
、
お
菓
子
と
し
て
い
ち
じ
く
を
食
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
な
か

も
ら
え
る
よ
う
に
ひ
と
工
夫
。
完
成
し
た
の
が
「
い
ち
じ
く
最
中
」
「
い
ち

じ
く
羊
か
ん
」
で
す
。
最
中
の
中
身
に
は
普
通
あ
ん
こ
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
「
い
ち
じ
く
最
中
」
の
中
身
は
ジ
ャ
ム
状
の
い
ち
じ
く
が
入
っ
て
い

て
、
あ
ん
こ
の
最
中
と
は
一
味
違
う
お
い
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
い
ち
じ
く
羊
か
ん
」
も
い
ち
じ
く
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
甘
味

も
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
の
で
、
「
羊
か
ん
は
好
き
だ
が
甘
く
て
…
」
と
い
う

人
に
お
勧
め
の
一
品
で
す
。

　
ほ
か
に
も
ジ
ャ
ム
や

ゼ
リ
ー
な
ど
の
商
品
が

作
ら
れ
て
い
て
、
幅
広

い
年
齢
層
に
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

い
ち
じ
く
は
便
秘
に
良

く
効
く
果
物
で
も
あ
り

ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
召
し
上

が
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

騨
　　　講
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◆
「
生
ご
み
処
理
容
器
取
扱
店
」
の
登
録

受
け
付
け
　
「
生
ご
み
処
理
容
器
」
を
補

助
対
象
と
し
て
販
売
す
る
店
は
、
事
前
に

取
扱
店
と
し
て
登
録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
笏
登
録
店
の
申
請
H
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
既
に
登
録
し
て

い
る
店
は
そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
申
請
の
際
は
事
前
に
電
話
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
笏
条
件
H
①
販
売
時
に
生
ご

み
処
理
容
器
や
使
用
す
る
微
生
物
の
正
し

い
使
用
方
法
を
購
入
者
に
指
導
す
る
②
販

売
後
の
使
用
微
生
物
の
供
給
が
可
能
で
あ
ー

る
こ
と
勿
問
合
せ
H
保
健
衛
生
課
環
境
衛

生
係

◆
ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
番
組
第
｝
弾

笏
題
名
H
レ
ー
ル
で
つ
な
ぐ
夢
・
未
来
笏

放
映
日
H
3
月
2
0
日
㈲
午
後
5
時
～
（
1

時
間
番
組
）
移
放
送
局
H
B
S
N
テ
レ
ビ

笏
内
容
H
「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
歴
史
や
喜

び
の
声
、
沿
線
や
周
辺
市
町
村
の
魅
力
や

観
光
ス
ポ
ー
ト
の
紹
介
。
リ
ポ
ー
タ
ー
は

ラ
ジ
オ
の
人
気
番
組
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ポ

ス
ト
」
で
お
な
じ
み
の
大
倉
修
吾
さ
ん
と

市
川
昇
子
さ
ん
で
す
。

◆
雪
ま
つ
り
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
ま
す

勿
番
組
名
H
い
い
旅
・
夢
気
分
「
新
潟
／

祭
り
に
沸
く
雪
国
の
歳
時
記
」
笏
放
映
日

11

3
月
1
5
日
㈹
正
午
～
（
1
時
間
番
組
）
笏

放
送
局
H
N
S
T
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
笏
出

演
u
夏
樹
陽
子
、
五
代
高
之

◆
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
　
今
年
度

の
縦
覧
嫉
国
会
で
の
地
方
税
法
の
一
部

改
正
法
の
可
決
成
立
が
未
確
定
の
た
め
、

4
月
に
変
更
し
て
行
い
ま
す
。
笏
縦
覧
期

会場 期　　　日 開　催　場　所 定　　員

塩　沢 3／7㈹・8（土）・9（日〉 県立塩沢商工高校
（南魚沼郡塩沢町泉盛寺）

一般25名
高校生45名

長岡A 4／1（幻・2㈱・3内 ポリテクセンター新潟
（長岡市住吉3－1－1）

一般35名
高校生45名

長岡B 5／7㈱・8㈲・9㈹
ポリテクセンター新潟
（長岡市住吉3－1－1） 一般　80名

上　越 5／15㈲・16㈹・17（土）
上越地域職業訓練センター
（上越市高土町3－1－12） 一般100名

長岡C 6／5㈲・6㈹・7（土〉 ポリテクセンター新潟
（長岡市住吉3－1－1） 一般100名

問
臼
4
月
2
日
㈱
～
2
1
日
㈲
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
5
時
1
5
分
（
た
だ
し
土
・
日
曜

日
除
く
）
笏
場
所
目
税
務
課
資
産
税
係
笏

縦
覧
に
必
要
な
物
H
①
印
鑑
②
委
任
通
知

書
（
固
定
資
産
の
所
有
者
で
な
い
人
ま
た

は
納
税
管
理
人
以
外
の
人
）
用
紙
は
税
務

課
に
あ
り
ま
す
。
笏
縦
覧
事
項
H
平
成
9

年
度
分
と
し
て
価
格
が
決
定
さ
れ
た
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
笏
間
合
せ
H
税
務
課
資

産
税
係

◆
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会

笏
日
時
及
び
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
守
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厳
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
研
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侵
薯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塒
ま
几

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
あ
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
が
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
場
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
車
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
駐
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
は
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
に
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
場
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
会
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
各
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
．
2
．
3
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐

笏
受
講
料
”
1
万
1
千
6
百
円
（
申
込
後

の
受
講
料
返
却
は
し
ま
せ
ん
）
勿
申
込
み

H
申
込
書
を
記
入
し
、
受
講
料
（
現
金
ま

た
は
郵
便
小
替
為
）
を
添
え
、
㈹
日
本
ボ

イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支
部
（
〒
蜘
新
潟
市
東

万
代
町
1
1
3
0
新
潟
東
万
代
ビ
ル
2
階
智

晒
ー
踊
ー
7
5
3
5
）
へ
持
参
す
る
か
郵

便
書
留
で

◆
ク
ロ
ス
ー
0
が
「
毎
月
1
回
の
休
館
日
を

新
設
」
　
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
、
「
週
4
0
時
間
制
」

の
移
行
に
伴
い
、
4
月
か
ら
毎
月
第
2
水

曜
日
（
8
月
は
除
く
）
を
休
館
日
に
し
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

◆
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
通
信
制

　
年
齢
を
問
わ
ず
、
職
業
や
家
事
に
携
わ

り
な
が
ら
学
習
で
き
ま
す
。
年
間
3
0
日
く

ら
い
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
授
業
や
学
校
行

事
）
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅

学
習
で
、
8
0
単
位
以
上
を
取
得
す
れ
ば
高

等
学
校
普
通
科
卒
業
の
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
笏
年
問
経
費
H
1
万
円
程
度
笏
間

合
せ
H
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
通
信
制

（
費
0
2
5
5
1
2
4
1
0
5
2
3
）

μ榊戸　鋸

獲

加
し
ま
せ
ん
か

大
好
き
十
日
町
会

上
野
公
園
花
見
ツ
ア
ー

笏
日
時
H
4
月
6
日
㈲
午
前
7
時
3
0
分
市

役
所
前
発
（
7
時
集
合
）
笏
場
所
H
上
野

公
園
花
見
広
場
笏
参
加
費
H
バ
ス
利
用
の

人
”
大
人
8
千
円
、
子
供
4
千
円
、
幼
児

2
千
円
、
現
地
集
合
の
人
“
大
人
4
千
円
、

子
供
2
千
円
、
幼
児
千
円
霧
申
込
み
H
大

好
き
十
日
町
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内

智
52

－
5
5
6
9
）

広
く
異
文
化
を
知
ろ
う

雛
日
時
H
3
月
1
6
日
㈲
午
後
1
時
～
4
時

笏
場
所
”
十
日
町
市
公
民
館
霧
講
師
H
マ

グ
ソ
ー
ド
さ
ん
、
ビ
ッ
キ
ー
さ
ん
、
ナ
ヘ

⑲

訪
間
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
、
移
動

入
浴
車
が
対
象
者
の
お
宅
に
伺
い
、

お
部
屋
や
居
間
な
ど
の
暖
か
い
所

に
浴
槽
を
設
置
し
て
入
浴
介
助
し

ま
す
。

　
看
護
婦
を
含
む
三
人
の
ス
タ
ッ

フ
が
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
に
と

っ
て
最
も
適
し
た
安
全
な
方
法
で

入
浴
介
助
す
る
た
め
、
今
ま
で
入

浴
は
無
理
と
あ
き
ら
め
て
い
た
人

に
、
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　一凱／＿

　
入
浴
は
、
皮
膚
を
清
潔
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
食
欲
を
回
復
し
、

安
眠
を
保
ち
、
さ
ら
に
脳
を
刺
激

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ボ
ケ
症
状
」

が
薄
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

《
～
し

トー

黛3

’

’卜’

2
．
帖
、

隊
9
4o

　
ま
た
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入
浴
に
か
か

る
介
護
者
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

福
・

■
利
用
料
　
1
回
　
7
百
円

■
申
　
請
　
十
日
町
市
社
会
福
祉

事
務
所
高
齢
福
祉
係
窓
口

で
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合

登
録
と
と
も
に
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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一
●

竃　 ■

ー
ド
さ
ん
（
国
際
大
学
留
学
生
）
獲
内
容

H
パ
キ
ス
タ
ン
の
話
霧
参
加
費
U
2
百
円

纏
申
込
み
H
社
会
教
育
課
（
公
民
館
内
智

57
1
5
0
1
1
）

原
付
講
習
会
開
始

霧
日
時
目
3
月
2
3
日
、
3
0
日
、
4
月
6
日

の
各
日
曜
日
霧
場
所
H
十
日
町
自
動
車
学

校
纏
H
申
込
み
H
講
習
料
3
千
9
百
円
、

本
籍
の
記
入
さ
れ
た
住
民
票
抄
本
、
印
鑑

を
持
参
し
て
3
月
3
日
㈲
以
降
、
十
日
町

交
通
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
7
1
6
0
5
5
）
へ

え
ぷ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

雛
日
時
目
3
月
1
8
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
雛
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
霧
定
員
H
1
5
人
（
先
着
順
）

霧
参
加
費
H
5
百
円
霧
内
容
“
イ
タ
リ
ア

料
理
で
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
纏
申
込
み
n

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
お
客
様
セ
ン

タ
ー
（
盈
52
－
3
1
0
7
）
※
エ
プ
ロ
ン

持
参
の
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
1
2
回
十
日
町
当
間
カ
ッ
プ
G
S
大
会
〉

笏
日
時
“
3
月
2
0
日
㈱
午
前
9
時
3
0
分
ス

タ
ー
ト
（
7
時
3
0
分
受
付
開
始
）
笏
場
所

H
上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
笏
種
目
“
大

回
転
笏
参
加
費
“
小
・
中
・
高
生
“
千
円
、

一
般
”
千
5
百
円
勿
申
込
み
H
3
月
1
日

dD
ま
で
に
当
間
ス
キ
ー
場
（
盈
5
8
－
3
2

9
1
）
か
エ
ビ
ス
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
（
智
5
7
1

2
2
2
0
）

〈
当
間
ナ
イ
タ
ー
カ
ッ
プ
大
会
〉
　
笏
日

時
H
3
月
6
日
㈲
午
後
6
時
4
0
分
ス
タ
ー

ト
（
6
時
受
付
開
始
）
笏
場
所
”
上
越
国

際
当
間
ス
キ
ー
場
笏
対
象
H
小
・
中
学
生

笏
参
加
費
H
5
百
円
（
別
に
リ
フ
ト
代
千

円
）
笏
申
込
み
H
大
会
1
週
間
前
ま
で
に

当
間
ス
キ
ー
場

く
第
1
7
回
T
O
K
A
M
A
C
H
I
・
C
U

ケ冬

♂
　
」

　
’
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

P
ク
ロ
カ
ン
大
会
〉
　
笏
日
時
H
3
月
2
0

日
㈲
午
前
1
0
時
3
0
分
競
技
開
始
纏
場
所
U

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
籔
種
目

U
ク
ラ
シ
カ
ル
走
法
縁
申
込
み
目
庭
野
ス

ポ
ー
ツ
（
盈
5
7
1
9
5
3
1
）

〈
第
4
回
K
A
R
H
U
l
・
C
U
P
ク
ロ

カ
ン
大
会
〉
　
笏
目
時
H
3
月
1
6
日
㈲
午

前
1
0
時
3
0
分
競
技
開
始
窃
場
所
“
吉
田
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
笏
種
目
H
フ
リ

ー
走
法
纏
申
込
み
H
庭
野
ス
ポ
ー
ツ

訂
正
と
お
詫
び

　
1
月
1
0
日
号
の
「
ア
ー
ト
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
掲
載
し
た
十
日
町
総
合
高
校

に
展
示
の
洋
画
の
作
者
は
、
関
口
美
智
雄

さ
ん
で
は
な
く
、
関
口
美
千
男
さ
ん
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

交通マナーのアツブに努めましよう

　毎月10日は交通安全家庭の日です。交通安

全の原点は家庭にあります。交通安全につい

て、家族みんなで話し合いましょう。

　運転者はシートベルトを正しく着用し、夕

方は早目にライトの点灯をお願いします。ま

た、時間的にも精神的にもゆとりをもって安

全運転をしましょう。

　歩行者は、夜は反射材を身に付け、斜め横

断はやめましょう。

　これからは道路に雪を出す人も多く見受け

られますが、ドライバーがこれを避けそこな

っての事故なども予想されますのでやめまし
ょう。

1月中の交通事故発生状況　　（）累計

年 発生欝数 負傷者数 死者数

牽日町市
9年 12（12） 14（14） 1（1）

8年 15（15） 18（18） 0（0）

　“緊急”　運転者の皆さんへ

　十日町警察署管内では、今年になり3人が

既に交通事故の犠牲になっています。これは

県下ワーストワンです。運転者・歩行者の皆

さんは、初心にかえり、しっかりと基本を守

りましょう。　　　　　　　＿

　
　
（
θ
ご

へ冷
）

嚇

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
科
学
①

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ

て
き
た
の
が
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
。

春
ま
で
あ
と
2
か
月
。
運
動
の
前
に

も
う
一
度
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
そ
こ
ま
で
」

　
あ
な
た
は
ど
の
く
ら
い
の
距
離

を
想
像
し
ま
す
か
？
5
分
？
1
0

分
？
そ
れ
と
も
1
5
分
で
す
か
？
実

は
こ
の
問
い
の
答
え
が
、
あ
な
た

が
歩
く
人
か
そ
う
で
な
い
か
を
暗

示
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
普
通
1
分
で
百
歩
く
ら
い
　
　
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女

歩
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
値

10

分
で
約
千
歩
、
2
0
分
で
2
　
　
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平

千
歩
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
　
　
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
血

1
日
に
1
万
歩
が
必
要
と
い
　
　
期

わ
れ
て
い
る
の
に
、
片
道
2
0
　
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

分
を
歩
い
て
も
そ
の
4
割
に
　
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

し
か
な
ら
な
い
の
で
す
。
片
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

道
1
0
分
く
ら
い
の
距
離
で
も
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

車
で
移
動
す
る
人
は
「
歩
か

な
い
人
」
で
す
ね
。

　
面
白
い
調
査
結
果
の
表
を
見
つ

け
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
1
週
間

万
歩
計
を
付
け
続
け
た
3
8
9
人

の
調
査
で
す
。
表
1
の
よ
う
に
両

者
の
生
活
の
内
容
に
は
大
き
な
差

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
厚
生
省
の
調
査
デ
ー
タ

で
は
、
「
歩
か
な
い
人
」
は
血
圧
も

や
や
高
め
で
皮
下
脂
肪
の
量
も
や

や
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
図
で
確

認
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
「
歩
く
こ

と
」
は
生
活
意
識
だ
け
で
な
く
、

健
康
度
に
も
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
の
で
す
。

〈表1〉

墾活磯慧識 渉麹欝
㈱，i麹鯵撫濁

隣癒繊鋼欝
麓，鱒鯵湘購

運動習慣が あ　る な　い

運動不足を 感じない 感じる

ストレスを 感じない 感じる

運動と栄養のバランスが 良いと思う 悪いと思う

体力が あ　る な　い

人生に満足感を 感じる 余り感じない

疲れを 覚えない 覚える

風邪を 引かない 引きやすい

　　　（mmHg

　　　　140

血120

圧100
　　　　　80

　　（歩）1，999　2千～　4千～　6千～　8千～　1万～

〈図2〉1日の歩行歩数別皮下脂肪厚（男性）

　　（mm〉

皮35

藷3・

肪25

（
厚
生
省
資
料
よ
り
作
図
）

（歩）1，999　2千～　4千～　6千～　8千～　1万～
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在
宅
寝
た
き
り
者

訪
間
歯
科
診
療
の
ご
案
内

　
県
で
は
、
高
齢
者
福
祉
対
策
の
一
つ
と

し
て
県
歯
科
医
師
会
と
協
力
し
、
寝
た
き

り
者
の
訪
問
歯
科
診
療
を
行
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
寝
た
き
り
で
歯
科
医
院
へ
通

院
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
て
治
療

や
保
健
指
導
を
行
い
、
食
生
活
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
歯
が
痛
い
、
食
べ
物
が
よ
く
噛
め
な
い

な
ど
で
歯
科
治
療
が
必
要
な
人
、
歯
み
が

き
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
人
は
、
こ

の
機
会
に
治
療
や
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

霧
対
象
者
目
在
宅
寝
た
き
り
者
で
歯
科
医

　
院
へ
の
通
院
が
困
難
な
人
で
す
。

膨
事
業
内
容
封
地
区
の
歯
科
医
師
が
歯
科

　
治
療
や
歯
科
保
健
指
導
を
訪
問
し
て
行

　
い
ま
す
。

霧
治
療
費
醤
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
ま

　
す
。

雛
申
込
み
目
保
健
衛
生
課
ま
た
は
十
日
町

　
保
健
所
へ
。

歯
科
治
療
を

　
　
　
　
受
け
る
と
き
は

　
歯
科
医
師
の
側
か
ら
患
者
さ
ん
に
対
し

て
、
歯
科
治
療
を
受
け
る
と
き
に
こ
う
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
、
歯
ブ
ラ
シ
で
口
の
中
を

溝
潔
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
、

特
に
、
食
事
の
後
で
は
な
お
さ
ら
で
す
。

口
を
開
け
た
ら
む
し
歯
の
穴
の
中
に
食
物

が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
た
り
、
歯
と
歯
の

間
に
食
べ
か
す
が
は
さ
ま
っ
た
り
し
て
い

て
は
、
治
療
が
し
に
く
い
も
の
で
す
。
ま

た
治
療
を
受
け
る
直
前
に
は
、
ニ
ン
ニ
ク

等
の
に
お
い
の
強
い
食
物
は
で
き
る
だ
け

避
け
ま
し
ょ
う
．

　
女
性
の
方
は
、
口
紅
を
し
て
い
る
と
き

は
必
ず
落
と
し
て
く
だ
さ
い
．
治
療
器
具

や
指
に
口
紅
が
つ
い
て
、
始
朱
に
大
変
困

り
ま
す
。
う
っ
か
り
す
る
と
、
患
者
さ
ん

の
衣
服
な
ど
唇
以
外
の
と
こ
ろ
に
付
い
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
治
療
の
際
に
、
現
在
妊
娠
し
て
恥
る
か
、

薬
に
対
し
て
過
敏
体
質
か
、
以
前
に
歯
科

治
療
を
受
け
て
気
分
が
悪
ぐ
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
、
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
治
療
方
鋭
を
た
て

る
う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
の
で
、
尋
ね

ら
れ
た
ら
で
き
る
だ
け
あ
り
の
ま
ま
に
答

え
て
く
だ
さ
い
。

甲3月の休日救急医

医院（川原町）豊52－2957

病院（津南町）豊65－3161

診療所（川西町〉費68－2034

病院　（中里村）盈63－21”

科医院（山本町1〉暦52－7066

病院（北原）費57－3018
　春分の日

医院（袋町中〉盈52－2174

医院　（津南町〉謄65－3001

医院（下条中央通り〉暦55－2003

鷺
南
器
村
鵬
轟
晶
晶
・

2
大
津
9
川
上
紛
大
中
20
山
％
古
30
山

むし歯のないよい歯の子
　1月の3歳児健診を受けた子29人

者
一
平
，
樹
信
　
司
樹

護
　
　
　
　
心
　
　
　
稔

保
徳
孝
　
　
正
良
　
　
俊
裕

　
ラ
　
　
ラ
　
　
ヨ
ノ
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
驚
川
講
根
3
剛

藩
欝
麟
山
灘

　
（
　
　
（
　
　
／
飛
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
菜
朗
ま
磨
緬
也
み
実
ゆ
由
子
粥
裕

子の
里
太
烈
搦
献
拓
献
拓
ま
真
直
始
直

歯
　
　
祐
出

い
橋
幽
宮
川
玉
口
山
藤

よ

　
高
村
小
笹
鬼
山
村
近

3月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

12日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
5年9月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

5日

㈱

午後1時10分

　～1時45分
7年9月

生まれの幼児

4か月児健診

　ならびに

育児学級

19日

㈱

午後1時10分

　～1時30分

8年11月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
18日

（火）

午前9時30分

～10時15分

6年9月
生まれの幼児

沁か月児
身体測定

19日
詠）

8年5月
生まれの乳児

麟舗鯛

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫〉尿検査セットを保健衛生課に取りに来てください。

※平成5年10月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。4月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、3月15

　日を過ぎても届かない人は、保健衛生課保健衛生係ま
　で連絡してください。

3月の健康相談
会　場 期臼 時　　　間

保健センター 3・嗣7・24・31闘 集前9時～11時30分

新座コ灘二藷センター

1姻㈹

集前9時～11時30分

夫掴コ載二難セン外 午後1時30分～4時

州治地匿公民館 集前9時～11時30分

北 和　会 館 禁後王時30分～4時

就業改善センター

27日㈱
午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

羽 根　燭 紳
壮

21日㈱
午前9時～11時30分

水沢地区公民館

平 成 園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

28日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～午後4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

3月の献血車
◆受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆全血献血　29日（±〉（終日〉シルクモール

◆成分献血　25日㈹（／ノ〉十日町市役所

＊成分献血は、事前に保健衛生課保健衛生係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

27平成9年2月25日号



β“0％（Fゑ0解0！

ぐOMO一τOK孟MイCHlo

　クリスマスの問（12月8日～1月6日）、喜びや期待、家

族との再会という恵みの雰囲気に、町も市民もコモ全体が

包まれます。商店という商店は、大勢の市民から家族や友

人への贈物を買ってもらおうと、競いあってドアや窓辺を

飾り、豪華なクリスマスツリーを立てます。
　　　　　　　　　　　　　ご　一方、観光コモ組合では市民の心を歓喜しようと、小さ

な色とりどりの電球がたくさん付いた装飾帯のイルミネー

ションで飾り、美しい光の町に変身させます。また、とり

わけ子供たちに喜んでもらおうと、「おもちゃの都市（12月

6日～1月6日）」と名付けたイベントを計画します。ここ

にはスケートリンクやメリーゴーランドが造られ、子供た

ちはサンタクロースと楽しい時問を過ごします。

　装飾帯のイルミネーションは、コモ湖を見渡すカヴール広

場の街路樹を光の網目に変え、市民のシンボルのドゥオー

モ（大聖堂）広場の建物正面全体を光輝かせます。その光景

は、まさに装飾帯が魔法のように街路樹と建物正面をはい上

がり発光し、輝きの洪水が突然浮かび上がったかのように感

じさせます。長いクリスマスの物語の終演とともに、市民は

現実の生活に戻り、余韻に浸る市民は少しばかり戸惑いの気

持ちを持ってしまいます。〈アルベルト・ロンガッティ記＞

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。

バレンタイン
　　　　　十高マン研
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豊かな自然、地域の人たちとの

交流を通してのふるさと環境教育

　　　　飛渡第一小学校
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　飛渡第一小学校では、子供たちにふるさ

との良さを知ってもらい、地域への愛情が

育つことを願い、公民館や地域と一体とな

った活動に取り組んでいます。

　　～ふるさと飛渡を知ろう～
　公民館の「生涯学習基盤整備事業」に協

力して、地域の人たちを講師に、川や旧道、

森を実地に歩いて調べる活動を8年間継続

して行っています。また、郷土資料を収集

展示する「飛渡資料館」を校内に開設し、

郷土学習に活用しています。

　　　～伝統文化を伝えよう～

　老人会から「わらじ作り」と「天神ばや

し」を、民踊愛好会から「石投げおけさ」

を学び、伝統文化の継承に努めています。

作ったわらじで旧道を歩き、先人の労苦を
しの

偲んでいます。クラブ活動でも、地域の人

たちから、郷土料理や木工を学んでいます。

　このように、地域の教育力をいかした活

動を継続する中で、子供たちの郷土への愛
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